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研究成果の概要(800字以内):

研究成果:
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その他、研究成果として特記すべき事項:
  上記の決定に基づき、2015年2月にパイロットスタディを実施した。具体的には、適切な治療を受けることの重要性・
おおよその治療および交通費用・職種ごとに適した貯蓄方法に関する話を村の集会において行った。またそこで夫婦
間の協調の大切さに関しても話を織り交ぜた。その後、希望者に簡易な貯蓄設備（金庫と鍵）と、村のヘルスチームの
サービス（月二回貯金の増え具合を点検したり、貯金や夫婦間の協調の大切さを説いて回る）をオファーする用意があ
ることを説明した。この結果、招待者全員が希望したため全25家計（一村あたり＊二村）に金庫と鍵が配られた。ヘルス
チームの活動をモニターするために首都カンパラ在住のRAに予告なしでプロジェクト参加者を訪問（月一回程度）した
り電話インタビューを行うこととした。
2015年3月現在、パイロットスタディ続行中。2月に貯金箱を配布し終わり、貯蓄や医療サービス活用行動に変化がで
るかどうかを2015年6月に調査する予定である。　（※2015年3月末現在）

Demand for maternal care and the health of mothers and children
婦人科サービスへの需要と母子保健に関する実証研究

  2014年8月にフィールドワークを行った結果、提供する貯蓄サービスおよび研究協力団体が決定した。貯蓄サービス
については、村人や村長、医療従事者、郡役場の医療担当者などとのインタビューを通じて、農村部においては簡易
金庫と鍵を各世帯に供与するのが最適な方法であるというコンセンサスを得た。村長が貯金を管理したり農民に銀行
口座を作るという案は安全上問題があったり交渉が難しいという理由から見送られた。
　また協力団体については当初貯蓄信用協力機構と二つのNGOが候補として挙がっていたが、貯蓄信用協力機構は
比較的所得の高い人々が参加しており低所得者や非農業収入を持たない人をターゲットにしにくいことから今回の研
究課題にはそぐわないことが分かった。NGOは農村部の町に支部を置いていたりするが、村と違い明確な境界がない
ためRandomized Control Trial を行う際にサービスを受ける人と受けない人の区分が明確にしにくい難点が浮上した。
これらの理由から、マケレレ大学の調査チームと共同で村のヘルスチームにアプローチし、村レベルの集会やサービ
ス提供を行う方法が選ばれた。このチームはGRIPSと2000年代を通して調査協力関係にあり信頼できる上に、その調
査を通してウガンダの複数の村において村長や信頼されている個人との繋がりを持っている。

  この研究は、ウガンダにおける婦人科サービス（妊婦健診、分娩、新生児検診、避妊薬の購入など）の利用状況と母
子の健康状態が、簡易な貯蓄サービスを提供することによって改善するか分析する。特に、将来科学研究費等の外部
資金を獲得するための事前分析として、（1）婦人科サービスの利用促進に有効と考えられる新しい政策（貯蓄サービ
ス）の詳しい形態、（2）現地の研究協力団体、（3）Randomized Control Trial（RCT、ランダム化比較試験）を行う地域・
グループの三つを特定することを目的とする。
　国連のMillennium Development Goal（MDG）に示されているように、母子保健の向上は広い意味での貧困削減・社
会発展に繋がる重要な政策目標である。特に妊婦死亡率や新生児死亡率を下げることは喫緊の課題とみなされてい
るが、ウガンダを含むサハラ砂漠以南のアフリカなどでは、未だに深刻な状態が続いている。
　先行研究では、分娩費用を補助する政策や看護婦・助産婦に報酬を与える政策をとっても、分娩サービス利用度は
あまり増加しなかったことが報告されている。（Urquieta et al., 2009, Powell-Jackson, Hanson, 2012）。しかし、目的を
もって貯蓄することを促す政策を施すと予防医療行動が促進されたという報告もある。婦人科サービス利用や急な医
療支出のためと使途を明確にした貯蓄サービスを提供すれば、家族の支出計画をはっきりさせサービス利用や健康促
進に繋がるかもしれないと考えられる。この研究では、具体的にウガンダにおいて提供可能かつ需要があると考えられ
る貯蓄サービスを特定し、RCT実施に協力できる団体とその方法を明確にする。
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報告者等 論題 学会・研究会名等 報告年月日 開催場所

1 山内慎子 How can savings opportunities improve child
and maternal health?

GRIPS lunch seminar (予定) 2015/8/1 GRIPS

2 山内慎子 How can savings opportunities improve child
and maternal health?

Institute of Developing Economies lunch
seminar (予定)

2015/9/1 IDE

3

論文（（学術雑誌（総合雑誌（文藝春秋、中央公論、世界）を含む。）等掲載）
※査読付きのものは、査読欄に「１」を入れてください
※共著論文の場合には、ご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください

図書:
※共著の場合にはご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください
※書籍の一部分のみを執筆した場合には論文の区分に含めてください。

口頭報告・学会発表等:
※査読付きの学会論文集は、論文の区分で報告してください。査読なしの学会論文集は、学会発表の区分で報告してください。
※招待講演については、学会等名の後に（招待講演）と明記してください。

(２０１５年３月現在パイロットスタディ続行中（２月に貯金箱を配布し終わり貯蓄や医療サービス活用行動に変化が出るかどうかを６月に調査する予定）。このため報告は６
月の調査の後に予定されている。）
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